
（1面） 平成26年度事務事業評価シート 平成 26 年 6 月 27 日 作成

備　　考

中事業に含まれる小事業の方向性（⇒個別事業の概要は裏面） （千円）

中事業の評価（事務事業の課題、取組状況、今後の方向性）

△ ○ ○ ○

今後の
方向性

理由
・手法

評価者名 市民安全課長 髙木　明

Ａ今後の方向性
（課題解決に向けた取組

・H26予算への反映）

　「自らの安全は自らが守る」「地域の安全は地域で守る」の意識の高揚を図るための防犯教室等の周知を図る。環境
にやさしく、省コストのＬＥＤ型防犯灯への転換を一層推進する。

A：充実・拡大
B：現状継続
C：改善・見直し
D：統合縮小
E：廃止・休止

※□事業完了

未解決の課題
電気料金の値上げ等による防犯灯補助金の増加を抑制するための施策実施に向けた対応や防犯アドバイザー3名の配置に対し、巡回パトロールカーが2台の
ため、より効果的・効率的な巡回に課題を残す。

中事業の評価 適切＝〇要改善＝△（２面「評価の視点」を参照） ①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

H25年度の課題
防犯灯補助金の抑制方法の検討。私立幼稚園での防犯教室等の開催実績が、公立保育園や公立小学校に比べ少ない。また、平成25年度で、地域巡回パト
ロール員による地域巡回パトロールが終了するため、新たな体制によるパトルール内容等を変更する必要がある。

課題解決のための取組
防犯灯補助金の抑制手法について検討を行い、方向性を確認した。私立幼稚園への防犯教室実施の周知を図る。また、防犯ア
ドバイザーによる地域巡回パトロールにおける防犯相談・指導の充実を図る。

取組の結果
■解　 決
□未解決

理由
・手法

今後の
方向性

理由
・手法

今後の
方向性

理由
・手法

安全・安心まちづくり推
進事業

今後の
方向性

H25小事業名 H25決算値 H26小事業名 H26予算額 A：充実・拡大 B：現状継続 C：改善・見直しD：統合縮小 E：廃止・休止

安全・安心まちづくり推
進事業

108,808 119,299
今後の
方向性

Ａ

148

◎目標を達成　○目標に向かって前進
△横ばい　×後退

実績値 1.26 1.29 1.28 1.29

24年度 25年度 最終年度（27年度）

自主防犯活動団体の取組（自治・町内
会）

△
目標値 123 137 141 145

11.90 7.58 5.81 11.66 10.66

指　　標 評価 年度 22年度 23年度

2,331 1,800 336 2,624 2,475
人口千人当たりの刑法犯
認知件数 6.30 7.71 11.21 9.07

195,958 237,418 57,868 225,020 232,236

刑法犯認知件数 1,092 3,154 2,894 3,795

小田原市 茅ヶ崎市 逗子市 厚木市 大和市

人口（Ｈ２６．１．１） 173,448 409,340 258,076 418,417

対象者１人当りの経費（円） 719 685 638

　ベンチマーク（県内
外自治体や民間団体

との比較値）

団体名⇒ 鎌倉市 横須賀市 平塚市 藤沢市

事務事業
運営経費

総事業費（千円） 127,913 121,426 112,974

市民１人当りの経費（円） 719 685 638

協働のパートナー

2.5人 3.0人

人 件 費（千円） 19,105 19,713 25,476

（国　・　県）

（負担金等）

（一般財源）
運営資源状況

決算値（千円） 108,808 101,713 87,498

108,808 101,713 87,498

人員配置数 2.5人

・各年4月1日
（住民基本台帳）

世　帯　数 80,295世帯 79,669世帯 79,217世帯

事業の対象者数 177895人 177224人 177204人

人口等のデータ

データ区分 25年度 24年度 23年度

人　　　口 177,895人 177,224人 177,204人

関連課

分野名 地域安全

目標
安全で快適な生活な生活が送れるまちを実現するため、地域ぐるみでの防犯対策を推進します。

（目標値）

理由
・手法

第3期基本計画の開始に伴い、評価手法を変更す
るとともに、事業の充実を図る。

事務事業 ■サービス部門
防安-04 安全・安心まちづくり推進事業

№/名　称 □支　援　部 門

主管課 市民安全課



（2面） 小事業・個別事業の評価

評価のポイント

(単位：千円）

※事業完了

※□

25年度決算値
【個別事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

主
な
個
別
事
業

ザイムスコード 個別事業名 25年度当初予算

小事業名 事業概要
【小事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

※事業完了

※□

25年度決算値
【個別事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

主
な
個
別
事
業

ザイムスコード 個別事業名 25年度当初予算

小事業名 事業概要
【小事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

※事業完了

※□

25年度決算値
【個別事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

主
な
個
別
事
業

ザイムスコード 個別事業名 25年度当初予算

小事業名 事業概要
【小事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

※事業完了

※□

○ ○1188 貸出用防犯グッズ消耗品費 285 258 ○ ○

△ ○

1188 防犯アドバイザー費用弁償 509 137 ○ ○ ○ ○

1188 巡回パトロール員費用弁償 330 265 ○ △

○ ○

1188 巡回パトロール員報酬　5人 3,456 3,456 ○ △ △ ○

1188 防犯アドバイザー報酬　1人 2,343 2,343 ○ ○

25年度決算値
【個別事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

安全・安心ま
ちづくり推進
事業（政策
的経費）

青色回転灯付車両での地域見守りや子ども関連施設等への立ち寄りや、防犯グッズの貸出しの実施 ○ ○ ○ ○

主
な
個
別
事
業

ザイムスコード 個別事業名 25年度当初予算

○ ○

小事業名 事業概要
【小事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

○ ○ ○

※事業完了 1145 防犯団体補助金 558 558 ○ ○

※□ 1145 防犯灯設置費・改造費補助金 9,495 11,623 ○

○ ○

1145 防犯灯維持費補助金 85,996 87,250 ○ ○ ○ ○

1145 消耗品費 73 63 ○ ○

○ ○

1145 防犯啓発用消耗品費 111 110 ○ ○ ○ ○

1145 防犯アドバイザー費用弁償 169 212 ○ ○

○ ○

1145 防犯講演会講師謝礼 25 10 ○ ○ ○ ○

1145 臨時的任用職員　１人 158 141 ○ ○

○ ○

1145 安全安心まちづくり推進協議会委員報酬 171 0 ○ ○ ○ ○

1145 防犯アドバイザー報酬　1人 2,342 2,342 ○ ○

25年度決算値
【個別事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

安全・安心ま
ちづくり推進
事業（経常

経費）

防犯訓練、講話等の開催、犯罪発生情報等の提供、防犯灯の維持費、設置・改造費補助の実施 ○ ○ ○ ○

主
な
個
別
事
業

ザイムスコード 個別事業名 25年度当初予算

小事業名 事業概要
【小事業の評価】　評価⇒適切＝○ 、要改善＝△

①効率性 ②妥当性 ③有効性 ④公平性

評価の
視点

①効率性 事業費や人件費に削減余地はないか。 ②妥当性
事業の目的と政策・施策体系の目標とが整合しているか。法的な根拠や公的関与の
妥当性はあるか。

③有効性 事業の成果が得られているか。事業を休止・廃止した場合影響があるか。 ④公平性 受益機会が偏っていないか。受益者負担は公平・公正か。

○ ○1145 暴力団排除推進協議会負担金 40 40 ○ ○


